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第　117　号

共同墓地不動産鑑定評価業務委託料

 ６１万円

・共同墓地測量・実施設計業務委託料

 ８５０万円

・地域密着型サービス等整備助成事業補助金

 ３，２００万円

・町道等環境整備業務委託料

 ２００万円

老人福祉費老人福祉費

敬老会記念品

１６万２千円追加
敬老会記念品

１６万２千円追加

文化振興費文化振興費

相馬流山踊り保存会補助金

３０万円追加
相馬流山踊り保存会補助金

３０万円追加

電算処理事業費電算処理事業費

情報セキュリティ強化対策
業務委託料

２,１７５万４千円追加

情報セキュリティ強化対策
業務委託料

２,１７５万４千円追加

文化振興費文化振興費

歴史民俗資料館収蔵資料
データベース化業務委託料

１５１万２千円

歴史民俗資料館収蔵資料
データベース化業務委託料

１５１万２千円

介護保険
基金積立金
介護保険
基金積立金

介護給付費準備基金積立金

３,９９９万９千円
介護給付費準備基金積立金

３,９９９万９千円

上記記載のほか、主な補正予算

補　正　予　算
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第　117　号

平成２７年度決算

（決算の認定）

【一般会計・特別会計決算】

 歳　　入　　　１１３億９,０２７万４,３７６円

 歳　　出　　　１０６億７,３６３万５,８２８円

 差　　引　　　　　７億１,６６３万８,５４８円

　平成２７年度決算は上記のとおり認定されました。

詳しい内容は、「広報ふたば１１月号」４～６　ページをご覧下さい。

双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算

及び基金運用状況に関する意見書

【総合審査意見】

　平成２７年度双葉町一般会計並びに特別会計の審査については、予算執行状況は適正と認め

られました。

　一般会計並びに特別会計について、歳入決算総額は、前年度に比べ３９８億５ ,６９６万４ ,

２２７円（７７.８％）の減、歳出決算総額は、３９７億３,１６５万８,８５６円（７８.1８％）

の減となっています。不納欠損額については、一般会計、特別会計、あわせて１ ,９９６万６

１０円、収入未済額は２億７,７８９万５,５１４円です。

　双葉町財政健全化については、平成２７年度単年度では１０ .８％であり、実質公債費比率

１２.６％（３カ年平均）で、１８％を下回っています。

　経常収支比率は、前年度に比べ８.７％増加しておりますが、この要因は臨時財政対策債の借

入をしていないためです。前年度、臨時財政対策債を除いた額との比較では１.４％減少してお

ります。

　基金は、後年度の財政負担と、復興推進のために積み増しをしていくべきと考えます。平成

２７年度は、前年度より２９億５２９万５７３円増加し、現在高は５５３億４,６９６万９,７３

２円となっています。また、中間貯蔵施設整備等影響緩和交付金基金については、慎重であり

ながら、有効に活用していただきたい。

　東日本大震災から５年が過ぎましたが、思うように生活の基盤を築けない方も多数おられる

と思います。昨年度も述べましたが高齢者の生活支援をしっかり続け、帰還に向けての取組み

に関しては、絶対の安全性を確保し、除染やインフラ整備もあわせて進めて頂きたいと思いま

す。

　平成２８年度にも復興に向けた予算が多く提示されておりますが、依存財源であることを考

え経費削減並びに適正な運営に取り組んでいただきたい。

 以上、申し上げまして、平成２７年度の決算審査にかかる意見とします。

　平成２８年８月

双葉町監査委員　五十嵐　一　雄

双葉町監査委員　高　萩　文　孝
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第　117　号

一般質問

【一般質問とは】

　議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対
する方針等について所信をただすものです。

１． 自民党から要請のあった夏休み中の

除染土壌受け入れについて

２． 帰還困難区域の取り扱いについて

３． 避難指示の解除と町民の帰還につい

て

４． 精神的苦痛に対する慰謝料について

１． 中間貯蔵施設について

２． 双葉町幼小中学校の対応について

３． 双葉町復興計画について

４． 補償 ・賠償について

羽 山 君 子 議員

菅 野 博 紀議員

議員２名が質問
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